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０ 自己紹介

２０００～ Linuxを活用したビジネス企画に着手２０００～ Linuxを活用したビジネス企画に着手

２００３／４ OSSサポートサービスを開始

２００５／１ OSSミドル評価プロジェクトに参画
(JBoss,Tomcatクラスタ評価)

２００５／７ Linuxコンソーシアム参画

２００６～ Linux Foundation SI Forum に参画２００６ Linux Foundation SI Forum に参画
(OSSミドルウェア／ツール調査)

２００８／６ オープンソースビジネス推進協議会（OBCI)２００８／６ オ プンソ スビジネス推進協議会（OBCI)
立上げに参画

２００９／７ OSSコンソ シアム立上げに参画２００９／７ OSSコンソーシアム立上げに参画
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１章 OSSを取り巻く状況１.章 OSSを取り巻く状況
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１-１ OSSを取り巻く状況

Linux Foundation SI Forumが実施した
2009年度オープンソースソフトウェア導入実績調査から2009年度オ プンソ スソフトウェア導入実績調査から

① 調査概要
調査期間：2010/3 2010/4調査期間：2010/3 ～ 2010/4
調査対象期間：2009年度(2009/4～2010/3)
参加企業(９社) ：参加企業(９社) ：

• ＮＥＣソフト株式会社
• エヌ・ティ・ティ・コムウェア株式会社
• 株式会社シーイーシー
• 株式会社日立製作所
• 株式会社日立システムアンドサービス株式会社日立システムアンドサ ビス
• 東芝ソリューション株式会社
• 日本アイ･ビー･エム株式会社
• 富士通株式会社• 富士通株式会社
• レッドハット株式会社
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１-１ OSSを取り巻く状況

② 結果② 結果
さらに活用範囲が広がるオープンソースソフトウェア

• 『導入実績多数(４社以上)』：４５件 → ６６件へ

運用・管理、開発環境、Web/APサーバでは多くのＯＳＳの
導入実績がアップ

• 「定番化」 及び 「検証」から「導入」への道筋• 「定番化」 及び 「検証」から「導入」への道筋

商用ソフトとの連携がさらに重要に
• シングルサインオン等• シングルサインオン等

業務アプリ、デスクトップアプリは今後も動きに注目
• 未だ「定番」なし• 未だ「定番」なし。

ハイアベーラビリティへの期待も膨らむ
• DRBDやUltraMonkey等の活用頻度の高まり• DRBDやUltraMonkey等の活用頻度の高まり。

着実に使用実績が増えるRuby、Ruby on Rails
• Ruby関連ビジネスは 完全にテイクオフした！
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１-２ 企業が考えるOSS のメリット

各企業が考えるOSS のメリット

・コスト削減
・ベンダーロックイン回避
・柔軟性
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出典：IPA 第３回オープンソースソフトウェア活用ビジネス実態調査(2009年度調査)



１-３ OSS 普及の阻害要因

OSS 普及の阻害要因

サポートに対する不安
［OSS のコミ ニティにどのように接触してよいかがわからない］［OSS のコミュニティにどのように接触してよいかがわからない］

ライセンスに対する懸念ライセンスに対する懸念ライセンスに対する懸念
大企業ではライセンスが複雑で扱いを誤ると訴訟に発展するリスク

中小企業では社内にライセンスを把握できる人材が不足

ライセンスに対する懸念
大企業ではライセンスが複雑で扱いを誤ると訴訟に発展するリスク

中小企業では社内にライセンスを把握できる人材が不足

人財及び経験の不足人財及び経験の不足

中小企業では社内にライセンスを把握できる人材が不足中小企業では社内にライセンスを把握できる人材が不足

人財及び経験の不足
OSS に総合的に精通した上級技術者の不足

体系的な学習教材不足

人財及び経験の不足
OSS に総合的に精通した上級技術者の不足

体系的な学習教材不足
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出典：IPA 第３回オープンソースソフトウェア活用ビジネス実態調査(2009年度調査)



１-４ OSS 利用のサポート面の課題

OSS 利用のサポート面の課題(2009年度）

コミュニティとの
付き合い方
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出典：IPA 第３回オープンソースソフトウェア活用ビジネス実態調査(2009年度調査)

付き合 方



１-５ OSS 利用のライセンス面の課題

OSS 利用のライセンス面の課題（2009年度）

ライセンスの
わかりにくさと
訴訟リスク
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出典：IPA 第３回オープンソースソフトウェア活用ビジネス実態調査(2009年度調査)



１-６ OSS 利用のその他の課題

OSS 利用のその他の課題（2009年度）

OSS選定基準
必要？必要？
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出典：IPA 第３回オープンソースソフトウェア活用ビジネス実態調査(2009年度調査)
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２-１ オープンソースのメリット

オープンソースのメリットオープンソースのメリット

安価にシステムを構築できる
機能追加 バグ修正が速い機能追加、バグ修正が速い
マルチプラットフォームに対応している
機能追加 バグ修正を自分で行うことも可能機能追加・バグ修正を自分で行うことも可能
サポートが打ち切られてもお手上げにならない

メリットを最大限
に活かすポイント

OSSの特性の理解

に活かすポイント

OSSの特性の理解
適切なOSSの選定

ライセンスへの適切な対処
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ライセンスへの適切な対処



２-２ OSSの特性の理解(1)

開発コミュニティ以外のベンダがサポートを提供

ユーザの自己責任の範囲を選択可能

( ) ① ② ③ ④ ⑤

ユーザ

① ② ③ ④ ⑤

作業役割(例) ① ② ③ ④ ⑤

ディストリビュー
ションの作成

ユーザ ディスト
リ

ビュ タ

ディストリ
ビュータ

ディストリ
ビュータ

ディストリ
ビュータ

① ② ③ ④ ⑤

SIerSIer 総
合
ベ

ビュータ

ターゲットマシン
へのインストール

ユーザ ユーザ PFベンダ
(ディストリ
ビュータ)

PFベンダ
(SIer)

総合ベンダ

PFベンダ

ベ
ン
ダ

ターゲットマシン
での動作確認

ユーザ ユーザ ユーザ PFベンダ
(SIer)

総合ベンダ

様々な機器やソ ユーザ ユーザ ユーザ SIer 総合ベンダ

ディストリビュータディストリビュータ

開発 ミ テ /開発企業

様々な機器やソ
フトウェアを利用
したシステムの提
案

ユ ザ ユ ザ ユ ザ SIer 総合ベンダ

開発コミュニティ/開発企業
システム構築・
評価

ユーザ ユーザ ユーザ SIer 総合ベンダ

運用時の問題切 ユーザ ユーザ ユーザ SIer 総合ベンダ
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(出典：日本OSS推進フォーラム「オープンソースソフトウェアが開発コミュニティからユーザに届くまでの仕組み」より

運用時 問題切
り分け等 (ユーザ) (ユーザ)



２-３ 適切なOSSの選定(1)

（ ） プ 機能/性能 価

適用するOSSを選定するために

（１）オープンソースの機能/性能評価
（２）選定における考慮点

技術者/ベンダサポ トの有無技術者/ベンダサポートの有無
プロジェクトの継続性
① 最新バージョンのリリース時期① 最新 ジョ リリ 時期
② コミュニティの設立からの期間
③ リリース計画
④ サポートポリシー④ サポ トポリシ

ソースコードの確保
問題解決ソースの確保
① イ ト 手順① インストール手順
② 各種環境を構築するための手順
③ サービスなどの起動／停止手順
④ ライブラリ/APIのリファレンス
⑤ FAQ
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２-３ 適切なOSSの選定(2)

（１）オープンソースの機能/性能評価

異常処理に注意

（ ） ソ 機能/性能評価

負荷テストは必須。負荷テストは必須。

評価情報の有効利用評価情報の有効利用

【ソフトウェア評価】【ソフトウェア評価】
QualiPSo Open Source Maturity Model (OMM) 

http://www.qualipso.org/
Qualification and Selection of Open Source Software (QSOS) 

h // /http://www.qsos.org/
Business Readines Rating (BRR) for Open Source 

http://www.openbrr.org/
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２-３ 適切なOSSの選定(3)

（２）選定における考慮点（ ）選定 おけ 考慮点

技術者/ベンダサポートの有無技術者/ベンダサポ トの有無

プロジェクトの継続性プロジェクトの継続性

ソースコードの確保

問題解決ソースの確保
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２-３ 適切なOSSの選定(4)

（２）選定における考慮点

①技術者/ベンダサポートの有無

社内に技術者は？

サポ トサ ビ を提供 る会社は？サポートサービスを提供している会社は？

サポートのないものを
使うことは危険！使うことは危険！
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２-３ 適切なOSSの選定(5)

②プロジェクトの継続性チェック

コミュニティがプロジェクトを継続して活動させていく意思があることを確認。

項目 指標

最新バージョンのリリース時期 6ヶ月前

項目 指標

コミュニティの設立からの期間

ヶ月前

１年以上コミュニティの設立からの期間
設立時期が不明な場合、初期バージョンの
リリース時期等を参考に

１年以上

リリース計画及び
サポートポリシー

終了予定日の明示
平均的なサポートサービス

期間の明示期間の明示
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２-３ 適切なOSSの選定(6)

プロジェクトの継続性チェック 例１
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２-３ 選定における考慮点(7)

プロジェクトの継続性チェック 例2

© Hitachi Solutions, Ltd. 2010. All rights reserved. 20



２-３ 選定における考慮点(8)

②ソースコードの確保

ソースコードの明確な一次配布先の確保

サイト(FTP HTTP)に存在する とが多•コミュニティーのサイト(FTP,HTTP)に存在することが多い。コミュニ
ティーが活動を停止しない限り、確実にソースコードを入手可能。

ソースコードの正当性の確認

第三者により改ざんされていないことをPGPまたはMD5により•第三者により改ざんされていないことをPGPまたはMD5により
確認する。(2002年に事例あり)

米CERT/CCは米国時間の10月8日、電子メールサーバソフトウェ米CERT/CCは米国時間の10月8日、電子メ ルサ バソフトウェ
ア「Sendmail」のソースコードが改ざんされ、トロイの木馬が仕込
まれている可能性があると警告し、ソースコードの正当性を、PGP
署名やMD5チェックサムを用いて検証すべきとしている。用 検 。
(http://www.itmedia.co.jp/enterprise/0210/09/n10.html)
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２-３ 選定における考慮点(9)

③問題解決ソースの確保

① インストール手順

システム構築・運用に必要な手順

① インストール手順
② 各種環境を構築するための手順
③ サービスなどの起動／停止手順
④ ライブラリ/APIのリフ レンス④ ライブラリ/APIのリファレンス
⑤ FAQ

情報の主な供給元：
コミュニティーのWebサイト、
メーリングリスト

① バグ/セキ リティ関連情報 サポ ト情報

メ リングリスト、
ニュースグループ等。システムの安定稼働に関わる情報

① バグ/セキュリティ関連情報、サポート情報
② リリース情報
③ 開発者向け情報
④ 更新履歴(修 内容 明記も含む④ 更新履歴(修正内容の明記も含む
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２-４ ライセンスへの適切な対処(1)

(1)どんなライセンスがあるのか？

ライセンス類型 複製・
再頒布可能

改変可能 改変部分の
ソース公開要

他のコードと組合せた
場合、他のコードの
ソ ス公開要ソース公開要

GPL ○○ ○○ ○○ ○○

MPL ○○ ○○ ○○ ××MPL ○○ ○○ ○○ ××

BSDライセンス ○○ ○○ ×× ××

フリーウェア(*) ○○ ×× －－ －－フリ ウェア(*)
／シェアウェア

○○ ××

商用ソフト ×× ×× －－ －－

注意！OSSの利用、改造、再配布の方法などが、
ライセンスにより異なるライセンスにより異なる。

(出典：<日本ＯＳＳ推進フォーラム ビジネス推進ＷＧ監修>
ビジネ におけるオ プ トウ 法的リ クに関する調査 )
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ビジネスユースにおけるオープンソースソフトウェアの法的リスクに関する調査」)



２-４ ライセンスへの適切な対処(2)

(2) ライセンス違反とは？(CISCO社の事例)

GPLコードを利用して

一括請負発注
納品

GPLコ ドを利用して
Broadcom’sの標準Linux
コンポーネントをカスタマイズ コードを組み込み

チップセットの一つに

製品組込製品組込

M&A

が

ブロードコムのチップセット を
利用してiWRT54G 無線ルータを開発

が
を２００３年に$５00Mで買収

FSFがCiscoを提訴
ライセンス違反で

ライセンス違
反

The story
ti

ライセンス違反で

全てのソースコード
開発者がファームウェアを変更し
低価格のルータ ($60) がハイエンド
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continues...を開示
低価格のル タ ($60) がハイ ンド
マシンに生まれ変わった。



２-４ ライセンスへの適切な対処(3)

(2) ライセンス違反を起こさないために

・外部コンサルの導入外部コンサルの導入
・BlackDuck社、Palamida社等がソリューション提供

ツ ル等活用による自己評価・ツール等活用による自己評価
・Linux Foundationが、自己診断チェックリストを提供
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３．まとめ

OSSを安全・安心に使うためには

ミ テ の理解

OSSを安全・安心に使うためには

コミュニティの理解

OSSの適切な選定

ライセンスに注意ライセンスに注意
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ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました。

END

～導入におけるメリットと安心・安全に活用するポイント～
なぜ企業はオープンソースを使わないのか（２）

2010/11/18
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